【検証】

本年、ＫＩＤ‘ＳＡＲＴ羅針盤！事業の開催にあたり山形美術館学芸委員の月本氏より、多くのご協力と助言を頂きました。

その中で、

「絵画や美術作品にとらわれず、市内の博物館などに場所を変え、いろいろな物を鑑賞の対象とし事業を広く発展してみてはどうか」

とのご助言を頂きました。

当委員会では月本氏より頂きました資料を参考にさせていただき、市内施設を訪問してまいりました。

今後の事業の展望の一助となるよう、本年の検証結果を報告といたします。

参考資料

夏休みこどもミュージアムめぐり

主催やまがたアートライン実行委員会

上記資料を参考に山形市内の施設を選定いたしました。

施設１：山形県立博物館

開館時間：９：００～１６：３０（入館は１６：００まで）

 休館日：毎週月曜日　開館する場合もあります。詳しくはHP館カレンダーを参照

　　　　　 ：年末･年始１２月２８日（火） ～ １月　４日（火）
入場料：おとな３００円未成年１５０円　（団体割引有）　
【概要】

山形県立博物館は、山形市の中央部に位置する霞城公園のなかにあります。　館内の展示室は、おおきく３室にわかれております。
第１展示室は「豊かな自然とそのめぐみ」というテーマのもとに、山形のなりたち、森林・野鳥・昆虫等の世界を、わかりやすく展示しております。
第２展示室は「山形の大地に刻まれた歴史」というテーマで、山形の考古資料、最上川、三山信仰、紅花等の資料を展示し、山形の歴史が理解できるようにしております。
第３展示室は「近代山形くらしのうつりかわり」のテーマで、文明開化から現代までのくらしの変遷、山形の焼きもの・郷土玩具等の資料を展示しています。
ホームページより抜粋
【結果】

館内は展示室ごとにより、多くの昆虫標本や動植物の剥製、岩石鉱山や土偶、土器などの発掘品などが展示されており、歴史、動植物、地理、民族など幅広く学ぶことができる。
また子どもを対象にした夏休み期間は勾玉作り体験や弓矢、石器つくりなど様々な館イベントも多々おこなっております。

しかしながら、これまでにおこなってきたＫＩＤ‘ＳＡＲＴ羅針盤！で扱えるような絵画や彫刻に変わるものは無く、現在のプログラムを行う事は非常に厳しいものと思います。

博物館にあった新たな事業プログラムの立ち上げが必要と考えます。
施設２：最上義光歴史館
開館時間：午前９時から午後５時まで (入館受付は午後４時３０分まで)
休館日：月曜日(国民の祝日と重なる場合はその翌日)
入館料：無料
【概要】

山形繁栄の基礎を築いた戦国武将最上義光歴史館は、散逸の危機にある最上家関係の資料を収集、保管、調査研究すると共に広く一般に公開している。

【結果】

館内に収蔵されているのは歴史史書、屏風、鎧兜などの時代衣装などが多く収納されており、その時代の民族歴史を学ぶことができます。

館内にはボランティアで解説委員が常駐しており、訪れた方に展示物の解説をおこなっていただけます。夏休み期間ではこどもイベントとして鎧を着ての写真撮影などをおこなっております。

こちらの歴史館も博物館同様、現在のプログラムを行う事は非常に厳しいものと思います。

館にあった新たな事業プログラムの立ち上げが必要と考えます。

施設３：山形県芸文美術館

場所：山形市ＮＡＮＡＢＥＥＮ６階
開館時間：午前１０時から午後６時
休館日：毎週木曜日、年末年始

【結果】

こちらの美術館は貸しギャラリーを基本として常設展示場などはない。

しかしながら毎月多くの催し物がおこなわれており、山形市内外の美術絵画愛好家、又は愛好会、学校クラブなど広く展示に利用さえれております。

館では子どものイベントなどはおこなっていないが展示サークルやクラブに直接、事業を相談しおこなうことも考えられます。

【まとめ】

私たちがおこなっているＫＩＤ‘ＳＡＲＴ羅針盤！は絵画鑑賞プログラムを中心に行っており事業プログラムをとおして子どもたちの感性を育むこと、そして私たちのまちにある魅力をしってもらうことを柱としておこなってきました。

なぜ山形美術館でおこなうことが重要なのかを今一度しっかりと考えてゆくことが今後の事業の発展と方向性につながるものと思います。

